
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 10 月 1 日     － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －        第 645 号

（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

 
第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
は
、
９
月
３
日
・
４
日
、
茨
城

県
水
戸
市
の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ

テ
ィ
会
館
（
茨
城
県
立
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
）
小
ホ
ー
ル
で
、
連
合

茨
城
を
は
じ
め
と
す
る
茨
城
県
内

の
労
働
組
合
と
民
主
団
体
、
全
国

規
模
の
労
働
組
合
と
民
主
団
体
の

ご
支
援
の
も
と
、
全
国
の
日
音
協

と
音
楽
仲
間
た
ち
の
ご
協
力
で
開

催
し
ま
し
た
。
３
日
、
４
日
、
そ

れ
ぞ
れ
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

 

中
央
企
画
１
、
県
実
企
画
１
、

ゲ
ス
ト
１
（
い
な
の
と
ひ
ら
・
の

と
こ
ば
）
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
１
、

そ
し
て
一
般
演
奏
20
（
サ
ー
ク
ル

７
、
日
音
協
県
支
部
10
、
全
国
労

組
・
労
組
音
協
３
）
の
演
奏
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
演
奏
者
・
参
加
者
と

も
大
き
く
減
り
ま
し
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
集
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
の

声
が
、
日
音
協
事
務
局
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 
  

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
】
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
の
中
で
平
和
を
発
信
し

ま
し
た
。
「
決
意
」
は
後
半
、
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
に
。 

【
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
】
ふ
た
り
の
透

き
通
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
ふ
る
さ

と
の
風
景
が
浮
か
び
上
が
る
演

奏
。 

【P
e
rio

d
is

ta

】
女
性
の
う
た
ご

え
と
バ
イ
オ
リ
ン
と
の
か
ら
み
あ

い
が
美
し
い
。
「
光
の
記
憶
」
は
や

さ
し
く
あ
た
た
か
い
歌
。 

【K
a
k
o

と

M
ik

a

】K
a
k
o

さ
ん

の
力
強
い
う
た
ご
え
に
、
強
く
生

き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
素
敵
。 

会場内に勢ぞろいしたエンディング 

【
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
】
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
で
し
た
。
「
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
樹
」
で
は
動
き
も
加
わ
っ
て
楽

し
い
。 

【
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
】
最
新
の
話

題
で
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
「
ち

む
ど
ん
ど
ん
す
る
」
は
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
一
番
人
気
。
「
線
引

き
や
っ
こ
」
も
古
く
な
ら
な
い
。 

                

【R
ic

o

＆T
a
ts

u

】
「
名
ま
え
で
呼

ん
で
よ
」
じ
ー
ん
と
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
沖
縄
の
痛
み
を
共
有
す
る

歌
に
も
説
得
力
。 

【
林
音
協
】
映
像
の
演
出
で
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
を
う
た
い
ま
し

た
。
早
く
み
ん
な
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
た
い
で
す
ね
。 

【
合
唱
団
ミ
ー
ル
】
ス
ト
レ
ー
ト

な
こ
と
ば
が
素
敵
な
合
唱
に
乗
っ

て
。
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

  

【
シ
ン
グ
ル
ト
リ
オ
】
時
事
ネ
タ

を
取
り
入
れ
て
、
風
刺
が
効
い
て

楽
し
い
作
品
。
安
倍
ち
ゃ
ん
が
似

て
い
て
び
っ
く
り
！ 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
【
江
崎
文
雄
と
日

音
協
茨
城
】
江
崎
さ
ん
の
歴
史
、

思
い
、
未
来
へ
の
展
望
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
泥
臭
く
て
パ
ワ
フ

ル
。 

                

【
日
音
協
青
森
県
支
部
】
独
特
の

メ
ロ
デ
ィ
、
お
し
ゃ
れ
な
コ
ー

ド
。
政
府
の
暴
走
を
許
さ
な
い
。

一
人
で
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

【
日
音
協
九
州
支
部
】
「
炭
掘
る
仲

間
」
は
炭
鉱
事
故
の
抗
議
集
会
で

今
も
歌
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
「
オ

ー
ル
電
化
」
も
面
白
い
。 

   

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

関東ブロック合宿４年ぶりの開催します 
◎１０月２２日（土）１３：３０～１７：００  駒込地域文化創造館第一会議室 

             ２３日（日）  ９：００～１１：３０  駒込地域文化創造館音楽室 

◎講演 『創作について』 笠木博逸氏       ◎参加費 6,000 円（宿泊等は含まず） 

  ※お問い合わせは、日音協事務局まで。 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 645 号（2） 

【参加者アンケートの集約】 
●印象に残った曲は？ 
ちむどんどんする ７ 

ありがとうの花束 ５ 

ガジュマルの木 ３ 

武器を捨てて ３ 

10 年前のこと ３ 

なまえ ２ 

ふるふるふる ２ 

強く ２ 

ぼくとオキナワ ２ 

私は許さない ２ 

塩狩峠 ２ 

ざけんじゃネエー汚染水放出 ２ 

線引きやっこ ２ 

ひまわりの種 １ 

光の記憶 １ 

今言い続けよう １ 

いつの日にか １ 

はじめのことば １ 

みんなの唄 １ 

●印象に残った出演団体は？ 
ブービーバンド ８ 

日音協新潟県支部 ４ 

スポットライト江崎文雄 ３ 

いなのとひら・のとこば ３ 

FM カンパニー ３ 

シングルトリオ ２ 

Kako と Mika ２ 

パールライス ２ 

Rico &Tatsu ２ 

日音協東京都支部 ２ 

自治労音協 １ 

メーデー合唱団 １ 

日音協青森県支部 １ 

私鉄総連 １ 

メイウィンズ １ 

日音協福島県支部 １ 

 

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
） 

【
日
音
協
沖
縄
県
支
部
】
「
沖
縄
を

返
せ
」
を
、
感
情
を
抑
え
て
「
沖
縄

に
返
せ
」
と
。
今
こ
そ
、
ノ
ー
モ
ア

W
A

R

を
！ 

【
日
音
協
福
島
県
支
部
】
事
故
を
許

せ
な
い
怒
り
と
希
望
も
。
「
ざ
け
ん

じ
ゃ
ネ
ェ
」
は
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

【
日
音
協
秋
田
県
支
部
】
３
人
で
も

力
強
く
。
「
南
京
の
老
女
の
祈
り
」

は
重
い
テ
ー
マ
を
掛
け
合
い
で
印

象
的
に
。 

【
日
音
協
新
潟
県
支
部
】
声
が
よ
く

出
て
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
今

村
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
も
印
象
的
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド

に
次
ぐ
人
気
。 

                

【
日
音
協
茨
城
県
支
部
】
「
や
さ
し

い
心
を
武
器
に
し
て
」
大
雨
の
中
の

基
地
包
囲
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今

ま
た
う
た
い
た
い
歌
。 

 

ゲ
ス
ト
【
い
な
の
と
ひ
ら
・
の
と
こ

ば
】
風
刺
の
効
い
た
う
た
と
、
凄
腕

ギ
タ
ー
。
「
同
じ
じ
ゃ
な
く
た
っ
て

関
係
な
い
、
同
じ
に
な
ん
て
な
る
こ

と
な
い
」
心
に
沁
み
ま
し
た
。 

                

【
メ
イ
ウ
ィ
ン
ズ
】
肩
の
力
が
抜
け

て
声
が
そ
ろ
っ
て
聴
こ
え
ま
し
た
。

「
告
別
」
は
詩
の
優
し
さ
が
伝
わ
る

う
た
ご
え
。 

  

【T
o
n
y

】
お
な
じ
み
の
歌
を
ピ
ア

ノ
で
、
ギ
タ
ー
で
、
堂
々
と
し
た
伸

び
や
か
な
う
た
ご
え
で
素
敵
で
し

た
。 

【
自
治
労
音
協
】
保
育
所
の
現
場
が

楽
し
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
「
硝
煙
の

臭
い
」
の
し
な
い
日
本
で
あ
り
続
け

た
い
。 

【
日
本
私
鉄
労
働
組
合
総
連
合
会
】

大
人
数
の
演
奏
、
団
結
と
パ
ワ
ー
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
「
今
こ
そ
、
ひ

と
つ
に
な
ろ
う
」 

【
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
】
安
倍
麻
生
甘

利
を
お
ち
ょ
く
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

暖
か
い
連
帯
を
、
そ
し
て
戦
争
は
ノ

ー
ノ―

ノ
ー
。 

【
日
音
協
東
京
都
支
部
】
「
お
か
あ

さ
ん
」
か
ら
曲
調
が
変
わ
り
、
満
員

電
車
、
戦
争
を
日
常
の
中
か
ら
可
視

化
し
よ
う
と
す
る
。 

【
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
裏
方
の
み
な
さ

ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
は
定

番
。
歌
え
て
よ
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
松
本
敏
之
） 

  
 

 

   
 

 
 

 
 

 

（３面に関連記事） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 645 号（3） 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

９月 27 日（火）、安倍元首相「国葬」反対！９・

２７国会正門前大行動が国会正門前で行われ、うた

ごえ行動に１１名が参加しました。 

国会正門前集会は 15,000 人が集結。そのほか

に、日比谷公園から銀座へのデモ、金華公園から九

段に向かうデモなど、この日は多くの行動がありま

した。 

１３時より憲政会館前で参加者の出迎え演奏。集

会後は財務省上交差点（茱萸坂近く）で見送り演奏

を行いました。見送りは元気のよい替え歌を中心に、

『安倍サンの国葬 NO!NO!NO!』『もう国会議員にゃ

なれないよ（国葬反対バージョン）』『戦争に力貸さ

ない（国葬に心貸さない）』などの替え歌に拍手がお

きました。そして、なんと市野さんが歌声を聞きつ

けて歌に加わり、ともに声を上げてくださりました。

替え歌のベースはすべて市野さんの作品。大先輩の

後押しをいただき、歌にも弾みがつきました。 

集会参加者が多く、お見送り演奏は１時間以上に

及びました。              （森）

  

 

 

■幹事になって以降、音楽祭はずーっと司会担当でし

たが、今回初めて舞台監督をやらせていただきまし

た。とは言え、集会ステージやイットクフェスなどで

はほぼ舞台監督的立場で動いて来ましたので、引き受

けた時点では今までの経験に毛が生えた程度と甘く

みていました。 

 しかし、日が迫るに従い、収まりをみせようとしな

いコロナ感染拡大の最中に大きなイベントを主催し、

特にその感染源のもっともリスクの高いと思われる

ステージを監督する立場にあることの重責を痛感す

るようになりました。なので、音楽祭が成功裏に終わ

り、とりあえずホッとしたものの、その後１週間、出

演者の感染情報にビクビクし、気が気ではありません

でした。結果、誰 1 人感染することなく１週間が過ぎ、

ようやく心から安堵した次第です。これも全て、最も

リスクの高い作業を担ってくださったステージスタ

ッフの皆様と、ご協力いただいた出演者の皆様のおか

げです。本当にありがとうございました。 

さて、初めて舞台監督をやらせていただき、舞台上

での色々な課題を感じましたので、来年の新潟音楽祭

に少しでも役立てばよいかと思い、次回の音楽運動か

ら課題別に掲載させていただこうと思っています。 

 まず、来月号では、ステージスタッフの皆さんや

PA の方にも意見を伺いながら、音楽祭における最適

なマイクの使用法を考察し、読者の皆さんと共有を目

指したいと思います。           （坂口） 

■始めて舞台スタッフをやりました。これまでは菊池

さんの指揮で設営から本番・撤収まで切り盛りしてい

た大事な任務ですが、今年は幹事会の打ち合わせで任

務分けが行ったり来たりした結果、なんと中央幹事の

細川さんと後藤が各支部や現地のスタッフとともに

その任務にあたることになるのでした。 

個人的にはコロナ禍での開催には正直多少の抵抗

はありましたが、感染防止対策はもとより、舞台配置

図の記載方法や当日の動きのシミュレーションの議

論も繰り返し行われるなかで、後ろ向きの気分が小さ

くなっていくのを感じていました。なんといっても音

楽運動の一大イベントの音楽現場を作って運営する

ことに楽しさが伴わないなんてことはありえないこ

とですからね。 

舞台スタッフの仕事はどんなふうかというと、使用

機材の確認やその配置、ボーカルマイクは８本と制限

したものの、出演団体毎に舞台チェンジを繰り返すわ

けですから、スタッフひとりひとりに舞台チェンジご

とに何番マイクは誰、使用楽器は何、マイクカバーの

取り替え、ピアノやマイクスタンド・コード、椅子な

どの除菌は誰々などと演奏中に貼り出される指示板

を確認してスタンバイしているわけです。今回は感染

防止対策込みでインターバルを例年の倍の４分とし

て入れ替え作業を行いました。作業の組み立ては、毎

年舞台スタッフを担っている皆さんの経験に負うと

ころが大きく、マリリンこと古谷さんジャイアンこと

鳴沢さん、岩野さんから率先して舞台スタッフを引っ

張っていただいたことに感謝します。 

そんなに若いとは云いにくいスタッフの構成でし

たが、みんな音楽の現場が好きなんですね。おかげさ

までどうにかこうにかやり遂げることができました。 

ありがとうございました。お疲れさまでした。来年

は９ヵ月後に新潟で会いましょう。    （後藤） 

 

 

 

 

９月 19 日（月・祝）、『安倍元首相国葬反対！改

憲発議と大軍拡やめろ！さようなら戦争さような

ら原発 9・19 大集会 』が東京都・代々木公園で

行われ、13000 人が結集しました。 

台風の影響でテント開設は中止。集会中も雨が降

ったりやんだり。しかしデモ行進の時間にはすっか

り上がっていました。 

デモの送り出し演奏には日音協関係のほか、金曜

行動や防衛省前行動で一緒に歌う仲間も加わり、

13 名が参加しました。          （森） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 10 月 1 日              音 楽 運 動              第 645 号（4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日音協ソングの選考はこれまで、音楽祭参加者の投

票で決めたり、日音協幹事会の選考で決めていまし

た。今回からは、支部の推薦を受けた音楽経験豊富な

方の中から４人、幹事会から４人、合計８人で選考し

ます。 

 応募作品は１７曲集まり、そのうち応募規定に適合

する作品は１６曲（楽譜で１０、音源で６）でした。

応募楽譜に対し参考の音源や詩、応募音源に対し参考

の楽譜や詩が用意されることもある。ただし、応募で

楽譜と音源の両方が提出された場合には、どちらが応

募作品か事務局から確認をお願いすると規定されてい

るので、応募作品はどちらか一方に限定される。その

ため選考に際し、音源での応募と楽譜での応募の二つ

を公平に比較検討するとはどうしたらいいか難しそう

です。例えば、応募された音源と、楽譜で応募された

作品の参考音源を比較するとしたら後者の楽譜を無視

することになりはしないか。また、応募音源の演奏の

良し悪しを選考に影響させると作品そのものの選考に

ならないと思う。「公平に」って難しいことですね。 

私流のやり方は、それぞれの作品を自分で歌えるよ

うにすること。そうすれば音源の演奏の良し悪しは緩

和され、同音異義語を含め歌詞が確認でき、メロディ

やリズムが分析できる。楽譜から音やリズムを拾うの

は慣れている。しかし、ミミコピ苦手の私は音源から

メロディを音符に翻訳は出来ず一度楽器で確認するし

かない。また、器楽中心の音楽をやってきたので、少

し歌詞に鈍感、意識して歌詞を読むしかない。なお、

参考楽譜の無い音源のみの応募作品を試しに楽譜にし

てみたが、毎日が日曜のわりに多くの時間がかかっ

た。コードの再現は不安だが、きちんと歌えるように

はなった。ここまで来ると旋律や歌詞が別々に存在す

るのではなく、歌として一体となったイメージが浮か

んで来る。 

これからの課題はまだ多い。応募作品で、１フレー

ズが４小節や６小節や８小節と定型でない散文のよう

な楽譜は、それをどのように表現するのだろうかと悩

む。８小節ごとに同主調への転調（同じ主音の長調か

ら短調へ、短調から長調へ）が繰り返される歌は、同

じようなメロディの一部が半音変わるので強い違和感

を覚え歌いにくい。楽譜の一拍が「付点８分音符＋１

６分音符」または「３連符」で書かれている一方、「８

分休符＋８分音符」の記譜が少なくない。楽譜で応募

なので楽譜通りに解釈するのならば跳ねるリズムにな

らないのだが公平にするはどうしたらよいか悩む。４

分の４拍子(４/４)の曲の途中で２/４が１小節入り込

み、その後の旋律の強拍がわからなくなる。これじゃ

ダメだとどの作品も日を変えてまた歌ってみるが、バ

ラエティーに富む今回の応募作品、全１６曲を自分で

歌えるようになるのはいつになることか。 

（選考委員 細川） 

 

 

 

1. 青い灯は私のつぶやき 
詩・曲＝山本 英二          （新潟） 

2. 青と、黄と、鈍色 
 詩・曲＝宮脇 昌典          （香川） 

3.（欠番） 

4. いつの日にか 
   詩・曲＝山崎 和敏          （長野） 

5. ウィニングロード 
   詩・曲＝宮沢 英明          （長野） 

6. オール電化は要らない 
   詩・曲＝三小田 勲          （九州） 

7. 風が伝えるふるさと 
   詩・曲＝山崎 和敏          （長野） 

8. クロマニョンが笑ってる 
   詩・曲＝唯一無二ゅ        （長野） 

9. 侵略者たちにひまわりの種を渡すな 
   詩＝津谷さつき 曲＝後藤 雅裕 

   補詩＝日本音楽協議会秋田県支部  （秋田） 

10. ちむどんどん 
   詩・曲＝BBB          （北海道） 

11. テッペンカケタカ 
   詩・曲＝塚本 茂子         （長野） 

12. 人間らしく生きるのさ 
   詩・曲＝瓦井 孔二         （千葉） 

13. 光の記憶 
   詩＝福本 桜 曲＝おだ かずや     （東京） 

14. ひまわりの種を 
   詩＝守谷 明宏 曲＝関 克己      （北海道） 

15. 武器を捨てて 
   詩・曲＝桑野 功          （北海道） 

16. 補助輪だっていいじゃないか 
   詩・曲＝のぞみ         （岩手） 

17. RESISTANCE 
   詩・曲＝宮沢 英明         （長野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

選考委員会だより 
① 第１回選考委員会は、７月１８日、ZOOM に

より顔合わせを行いました。 

② 第２回は、９月１０日、ZOOM により応募作

品の確認（楽譜、音源など）をし、選考の進め

方を協議しました。なお、諸事情により選考委

員が、まとばよしおさんから笠木博逸さんに交

代となりました。 

③ 第３回は、１１月５日に東京で開催し、推薦曲

を決定します。 

④ 推薦曲は、１１月１２日の第５９回定期総会で

披露し、『音楽運動』に楽譜を掲載し、来年の

第５４回はたらくものの音楽祭で演奏していた

だきます。 

⑤ なお、応募曲はすべて楽譜集にして『音楽運

動』号外の形で、日音協会員と機関紙読者にお

届けします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城祭典では、コロナ禍で参加自粛となった支部が

あると聞きました。FM カンパニーも祭典直前にメンバ

ーのほとんどがコロナ感染、このままでは欠席するし

かないか、という事態に。実録「２０２２夏、FM クラ

スター事件」の報告です。 

祭典まで２週間と迫った８月２０日。この日は発表

曲の大詰めを迎えた全体練習の日でした。当日少し喉

に痛みを覚えていた S 会長と Nっちゃん（S 原）は、

念のため朝に抗体検査キットで陰性を確認してのぞみ

ました。 

しかし、これが仇となってしまった。マスク無しで

リコーダーを吹きまっていた S 会長が２２日に急変し

PCR 検査をしたところ陽性と判明。さらに心配になっ

た I野、K 野、Nっちゃんのブービーが揃って検査して

２３日に陽性判明。それまで無症状だったM 場、K 木、

MS も急に発熱して２４日に陽性となってしまった。遡

ること１８日にブービーと会長がススキノの居酒屋で

飲んだ際に、どこかで罹患したのが事の発端らしい。

あれほど注意をしていたのに、FMCメンバーにまで拡

散させてしまいました。直ちに隔離療養に入ったもの

の家族にもうつり、最終的に１１人が感染する「FMC

クラスター事件」になってしまったという訳です。一

時は声も出ない状況で欠席を考えましたが、その間グ

ループ LINE で健康チェックと発表曲の確認をやり取

りしながら、ぎりぎりで参加を決意。１０日間の療養

期間を経て９月２日になんとか茨城にたどりつくこと

ができました。 

練習も出来ず、療養明けで声もかすれてましたが、

全国の仲間に会えた喜びをかみしめ歌うことができ最

高に「ちむどんどん」しました。全国の皆さん、コロ

ナに負けずに頑張りましょう。       （I 野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（練習風景） 

 

 
 

 

 

 

2022 年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 645 号（5） 

「食とみどりと水のフェスティバル」が 9 月 10 日、

秋田駅前大屋根下で開催されました。 

秋田県支部も 6 人が参加し、歌と演奏でアピールし

ました。後藤、藤原、熊谷、阿部、下総（夫婦）で、「外

で集まって歌うの何年ぶり？」などと話しながらも、

練習無しのぶっつけ本番! 声が出ないし 揃わな～い!!  

２年間コロナウィルスのせいで開催出来なかったもの

の、今年で３９回目となる本フェスティバル。全水道、

林野労組、全農林、連合秋田など 13 の労組や団体で

構成され、続けられています。イベントではお米や梨、

ポン菓子、環境と肌に優しい石鹸などの無料配布もあ

り、たくさんの来場者が来ました。 

日音協秋田県支部では、20 曲近い曲を準備し、10

時 30 分過ぎから歌い初めたものの、隣接する開場で

行われていた「バスまつり」での音楽プログラムと被

らないように配慮をしたところ、時間の都合で半分く

らいしか歌えなかったというアクシデントも。次回は

消化不良にならないように、他イベントとのすり合わ

せをしっかりやって、頑張るぞー。        （下総大） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月６日広島に原爆が投下されて７７年目の夏。 

札幌地区連合主催のダイ・イン集会が札幌市中央区

の大通り公園で開催され、３年ぶりに FM カンパニー

が前段のうたごえ演奏 

を行った。過去最多フ 

ルメンバーの８人で臨 

み、小型ミキサーで６ 

本のマイクとベースま 

で配置して街宣車のス 

ピーカーで歌を流した。 

「原爆許すまじ」「鳩 

よ舞い上がれ」など６ 

曲を歌い終えて、８時 

１５分の投下時間に合 

わせて１００人の参加 

者はダイ・インをして 

核兵器廃絶を訴えた。 

       （磯野） 原爆ドーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 645 号（6） 

▼
フ
ァ
ス
ト
映
画
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
映
画
の
映
像
を
無
断
で
使
用
し
、

字
幕
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
10

分
程
度
に
ま
と
め
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
明

か
す
違
法
動
画
の
こ
と
で
、
作
成
者
は

巨
額
の
賠
償
を
求
め
ら
れ
て
い
る
▼
こ

こ
数
年
で
再
生
回
数
や
投
稿
数
が
増
え

た
フ
ァ
ス
ト
映
画
。
流
行
り
に
乗
る
た

め
に
、
数
を
こ
な
す
。
倍
速
で
視
聴
し

て
、
コ
ス
パ
良
く
、
時
間
を
か
け
ず
に

良
い
も
の
を
知
り
た
い
と
い
う
せ
ち
が

ら
い
世
相
が
反
映
し
て
い
る
▼
映
像
に

限
ら
ず
盗
む
行
為
は
犯
罪
で
あ
る
。
盗

ま
れ
れ
ば
、
制
作
者
に
と
っ
て
は
収
入

が
減
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
次
回
作
が

作
れ
な
い
。
応
援
し
て
い
る
監
督
や
俳

優
へ
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
映
画
や

映
像
制
作
の
文
化
そ
の
も
の
に
被
害
が

お
よ
ぶ
▼
せ
っ
か
ち
な
の
は
音
楽
の
世

界
も
同
様
で
、
最
近
は
イ
ン
ト
ロ
が
短

い
の
が
目
立
つ
よ
う
だ
。
イ
ン
ト
ロ
は

作
品
の
入
り
口
で
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て

く
れ
る
大
切
な
も
の
。
イ
メ
ー
ジ
が
盛

り
上
が
る
ま
で
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
古
賀
政
男
の
昔
の
作
品
に

は
本
体
よ
り
長
い
イ
ン
ト
ロ
が
つ
い
て

い
る
曲
が
あ
る
▼
食
べ
物
の
世
界
も
同

じ
か
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
い
う
調
理

時
間
が
短
く
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
の
が

魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
旬
な
ん
て
の
は 

料
理
番
組
の
中
だ 

け
？
一
番
う
ま
い 

時
期
を
逃
さ
ず
に 

素
材
を
じ
っ
く
り 

味
わ
う
っ
て
の
は 

至
極
の
幸
せ
な
の 

に
、
わ
び
し
い
な 

あ…
…

。 

 

  

                                                            

 

   

 

     

 

    

   

                          

（159） 

飯島貞親 

【音楽祭参加者の感想から】 

▼「発表時間を守るように」言われ

て、まじめに守った人とそうでない

人が同じ料金を払うのは正直納得が

いかない気がしました。▼実行委員

会の皆さま、開催をしてくださりあ

りがとうございました。やはり歌は

心を打ちます。それぞれの歌が本当

に素晴らしかったです。今後も歌で

仲間を増やしてまいりましょう！   

働く仲間の団結を続けて参りましょ

う！▼（印象に残った出演団体の）

他はもっとガンバレ、歌が客席に伝

わってきません。照明はもっと明る

くした方が良いです。ホリも明るく

した方が細工のしようがないのだか

ら▼発表全体に熱量が足りない気が

する▼コロナ禍の中、参加者も開催

関係者も大変だったと思いますが、

開けて良かったですね。▼多彩な出

演団体で良い音楽祭でした。若い仲

間の参加に向けて取り組んでいきた

いですね。▼ステージのモニター音

がもっとほしかった。客席にはきち

んと音が出ていたが、演奏側も音が

必要。出演者の歌、思いがもっと前

に出てほしいな。会場、ステージ、

スタッフのみなさんのコロナ対策、

ありがとうございました。▼ゲスト

の演奏は最高！いなのとひら・のと

こば。強いメッセージ、すてきでし

た。うちなんちゅうの『沖縄を返せ』

はいいです。▼３年ぶりの祭典で、

全国の仲間と会えてうれしかった。

やはり発表する場が大事です。▼あ

ったか〜い雰囲気は、ひとえに司会

のおっとりした話しがかもしだした

ものと、（時間的に追われないのも良

かったんだろう）…。 

▼ありがとうございました。（佐藤） 

【
参
加
者
】
は
し
ゆ
き
さ
ん
、
モ
リ

ヤ
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
モ
ッ
チ
ー
、 

 

『
民
衆
の
歌
』
の
男
性
、
達
哉
、 

 

森
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
７
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地
下
鉄
か
ら
出
る
と
薄
暗
く
な

っ
て
い
た
。
茱
萸
坂
に
は
、
経
産
省

前
行
動
を
終
え
た
モ
リ
ヤ
さ
ん
と

は
し
ゆ
き
さ
ん
が
到
着
し
て
い
た
。

日
曜
日
は
経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ
ろ

ば
の
『
丸
11
年
「
脱
原
発
テ
ン
ト

ひ
ろ
ば
」
大
集
会
』
が
あ
る
。
モ
リ

ヤ
さ
ん
も
日
音
協
も
、
そ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
に
出
演
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。 

モ
リ
ヤ
さ
ん
と
は
し
ゆ
き
さ
ん

が
、
そ
の
演
目
の
演
奏
か
ら
始
め

た
。『
あ
あ
福
島
』『
水
に
流
す
な
』
。

は
し
ゆ
き
さ
ん
の
リ
コ
ー
ダ
ー
が 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

９
／
９
（
４
５
３
回
）
報
告 

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

き
れ
い
に
響
く
。
日
音
協
の
11
日

の
予
定
曲
は
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
予

定
の
瓦
井
さ
ん
に
合
わ
せ
て
の
選

曲
に
な
っ
て
い
る
。
『
双
葉
の
秋
』

『
答
え
は
わ
れ
ら
に
』
『
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
等
々
。
練
習
を
兼
ね
て
歌
っ
た
。 

佐
藤
さ
ん
到
着
。
今
日
は
ワ
ン
マ

ン
バ
ン
ド
の
フ
ル
装
備
だ
。
い
つ
も

は
お
仕
事
帰
り
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

だ
け
だ
が
、
胸
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
、
背
に
ス
ネ
ヤ
ド
ラ
ム
と
バ
ス
ド

ラ
ム
と
シ
ン
バ
ル
、
肩
口
に
ミ
ニ
キ

ー
ボ
ー
ド
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
と

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
脇
に
ビ
ブ
ラ
ス
ラ

ッ
プ
。
時
々
ど
こ
か
ら
か
バ
イ
オ
リ

ン
も
取
り
出
し
て
い
る
。
『
戦
争
反

対
』
の
小
さ
な
幟
旗
の
裏
は
憲
法
９

条
だ
っ
た
。「
腕
は
何
本
あ
る
の
？
」

と
尋
ね
て
し
ま
う
ほ
ど
、
多
種
の
楽 

器
。
自
分
で
組
み
立
て
た
の
だ
と
い

う
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
で
電
車
に
乗

っ
て
来
た
の
だ
そ
う
だ
。
み
ん
な
で

と
り
か
こ
ん
で
撮
影
タ
イ
ム
！ 

『
民
衆
の
歌
』
グ
ル
ー
プ
で
一
緒

の
男
性
が
、
杖
を
手
に
や
っ
て
き

た
。
「
病
気
し
て
い
て
さ
、
久
し
ぶ

り
に
来
た
ん
だ
け
ど
誰
も
い
な
く

て…

」。
私
自
身
、
こ
の
と
こ
ろ
『
民

衆
の
歌
』
の
方
に
参
加
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
杖
を
つ
い
て
い
る
姿

に
び
っ
く
り
し
た
。
せ
っ
か
く
来
た

か
ら
、
こ
こ
で
一
緒
に
『
民
衆
の
歌
』

を
歌
お
う
。
ワ
ン
マ
ン
バ
ン
ド
の
お

か
げ
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
気
分
で
歌

い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
モ
ッ
チ

ー
も
到
着
し
、
歌
い
手
も
増
え
、
声

も
膨
ら
む
。 

『
ふ
る
さ
と
沖
縄
』
を
歌
っ
た
。

続
け
て
『
月
桃
』
。
日
曜
日
は
沖
縄

県
知
事
選
投
票
日
だ
。
『
沖
縄
今
こ

そ
立
ち
上
が
ろ
う
』
を
歌
う
。
民
意

が
ま
っ
す
ぐ
に
示
さ
れ
ま
す
よ
う

に
。
政
府
に
『
聞
く
耳
』
を
持
た
せ

る
た
め
、
私
た
ち
は
こ
こ
で
共
に
闘 

お
う
。 

 

11
日
は
『
経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ

ろ
ば
集
会
』、
そ
し
て
来
週
16
日
は

『
原
発
い
ら
な
い
金
曜
行
動
』
、
19

日
は
久
し
ぶ
り
に
代
々
木
公
園
で

『
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
』
が
開
催

さ
れ
る
。
乱
鬼
龍
さ
ん
が
「
原
発
が 

原
爆
に
な
る 

怖
ろ
し
さ
」
と
川
柳

で
詠
ん
だ
。
地
震
だ
け
で
な
く
、
ヒ

ト
の
行
動
も
原
発
の
危
険
要
因
だ
。

福
島
も
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
新

設
な
ん
て
ど
の
口
が
言
う
！
私
た

ち
は
許
さ
な
い
！ 

 


